
主催:仙台市   運営 : AOBA JV（ティーハウス・グラック・文化財保存計画協会設計共同体）

2018年 2月 3日（ 土）
13:30～16:30（受付開始13:00～）
会場：東北大学川内北キャンパス A-05　 定員：200名
　　　 マルチメディア教育研究棟二階マルチメディアホール

第一部 プレゼンテーション（設計案説明）　 13:30～14:50
AOBA JV が行なってきたこれまでの検討状況や歴史的景観や建物
と空間の構成、センター地区のデザイン方針とゾーニングなどに
ついて現時点での案を説明を致します。

第二部 ディスカッション　15:00～16:30
デザインレビューを踏まえて、建物内の配置や使い方等について
ディスカッションを行います。青葉山公園の拠点となる公園センターの
在るべき姿、在るべき使われ方について、皆様とともに考えます。

青葉山公園（仮称）公園センター
もりの歴史を未来へつなぐ
プレイスメイキング

　※次回の開催は 3/3（土）の予定です。詳細は追っておしらせします。

「もりの歴史を未来につなぐプレイスメイキング」について
青葉山公園の（仮称）公園センターは青葉山公園や仙台城跡のエントランスとして来訪者が青葉山公園で憩い、

楽しみ、集う場所として整備を進めています。公園センターの整備では、多くの皆様の意見を設計にいかすため、

昨年12月から毎月１回ずつデザインレビューやワークショップ等で「プレイスメイキング」をおこなっています。

プレイスメイキングの最終目標は公園センターのオープン後もこの場所に愛着を持って関わる人々で青葉山

公園が賑わい続けるように「人」と「場」のつながりを醸成することです。参加者の皆様と活発な議論を交わし

ながら、仙台のもりの歴史をこれからの未来につなぐ公園センターを創造していきましょう。

ご参加には
事前のお申込みが
必要です。

応募締め切り2月2日（金）正午

AOBAYAMA PARK CENTERPlace
making
デザインレビュー1
公園センターのデザインについて 

応募方法
電話、FAX、E メールのいずれかで、氏名（ふりがな）、住所、電話番号をお知らせく
ださい。電話以外のお申し込みの場合「２月3日デザインレビュー参加申し込み」の旨、
ご記載ください（応募締め切り2月 2日（金曜日）正午）

応募先・お問い合わせ先 ｜仙台市建設局公園課　　　
電話:０２２－２１４－８３９７　ＦＡＸ:０２２－２１４－８３５８
Ｅメール：ken010220@city.sendai.jp

会場：
東北大学川内キャンパスA-05
マルチメディア教育研究棟二階

最寄駅：
地下鉄東西線川内駅（南2番出口）
※公共交通機関でのご来場をお願い致します。


